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３月定例会のお知らせなど

「コロナ禍でも議員は動く !!」
12月定例会  こんなことが決まりました
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一般質問に８人が登壇しました
委員会活動報告
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市民意見交換会・議会の動き 12P～13P
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8月4日（火） 国陳情 

【研修内容】ハラスメント防止対策について
【講師】アトリエエム株式会社

　　　代表取締役　三木啓子氏

8月19日（水） 議員研修会

【調査事項】夏休み期間の生徒たちの学校生活について

8月27日（木） 
　  管内行政視察（揖保川中学校）

皮革排水処理対策特別委員会国陳情

【調査事項】
コロナウイルス感染症の影響による
学校関連の事項について

5月15日（金） 臨時会

5月27日（水） 　所管事務調査福

福

【調査事項】
次世代モビリティ推進事業について
電動自転車レンタル事業「たつのめぐリン」について

ハラスメント防止対策会議
10月13日（火） 　管内行政視察

10月22日（木） 　所管事務調査

10月20日（火） 

【調査事項】
福祉施設の現状について

11月4日（水） 　市民意見交換会
（たつの男女共同参画「ＳＵＮ」の会）
【テーマ】

男女共同参画社会をめざした取組について

11月5日（木） 　管内行政視察
【調査事項】室津地区の歴史について

11月10日（火）
 　市民意見交換会

（御津町新舞子観光協同組合）
【テーマ】

コロナ禍における営業持続と地域観光について
【調査事項】

ふるさと応援寄附金受入事業について

総

総

10月22日（木） 
 　管内行政視察

（はばたき園・ピアさぽーとすぎな）
福

福

経

経

11月20日（金）
 　市民意見交換会（たつの市ＰＴＡ協議会）

【テーマ】コロナ禍における学校生活について

福

　 今 年 はコロナウイルス
の 影 響 により、管 外 行 政
視 察 が 中 止になる中、閉
会中の本市議会の取組や
活動状況などの一部をご
紹介するぞ！！

・・・ 総務生活常任委員会総
・・・ 福祉文教常任委員会福
・・・ 経済建設常任委員会経

定例会開催月

臨時会

閉会期間

用語解説じゃ

様々な活動を
しとるんじゃよ

そもそも所管って？

　各委員会が所管する事務における課題の解決に向けて、調査を行い、市長
等の執行機関に対し具体的な政策や施策を積極的に提案すること。

☑ 管内行政視察とは 　本市の政策立案や意思決定に資する重要な議会活動で、行政が所管する市
内の施設、事業所などに赴き、取組状況など現地で調査すること。

☑ 市民意見交換会とは 　議会が、市民に対して説明責任及び情報公開を果たすとともに、市政やまち
づくりに対する率直な意見を直接把握するために、常任委員会の所管に係る
関係団体と情報・意見交換する会。

　市の業務は多分野にわたることから、３つの分野に分け、分野内における事
務等を各常任委員会で管理すること。

まだまだ 活動しますよ!!

　本庁舎の改修工事に伴い、議場フロアを一新しました。
コロナの状況を見つつ、是非一度傍聴にお越しください。

改修後
■議場

改修後
■傍聴席

　本市議会では、議案や予
算書をデータ化し、クラウ
ド上で 管 理 することによ
り、配布資料の削減に努め
ています。また、何キロも
あった配布資料がタブレッ
ト１つに収まり、いつでも
どこでも閲覧することが
可能となりました。また、
今年度は新型コロナウイルス感染症で外出自
粛が続く中、タブレット端末を使って委員会や
兵庫県への陳情を実施するなど、ＩＣＴを活用
した議会活動に取り組んでいます。

改修前

改修前

議場を改修しました！

ペーパーレス ＆ ＩＣＴ化に向けた取組

　市議会の活動状況をより迅速にわかりやす
く 、積 極 的に情 報 発 信を行うことを目的に
Facebookを開設しました。本
会議や委員会の開催日程など、
議会に関する情報を発信しま
す。ぜひフォローしてね！！

【テーマ】知的発達障害の理解啓発について

7月21日（火）
 　市民意見交換会（ぴーす＆ピース）

皮革排水処理対策特別委員会県陳情
7月31日（金） 県陳情

福

【調査事項】
たつの市職員定員適正化計画及び
職員の状況について

7月8日（水） 　所管事務調査総

コロナ関連の予算を審査するため
臨時会を開催しました。

7月17日（金） 臨時会　

オンラインによる県陳情の様子

☑ 所管事務調査とは

0277

市議会公式
Facebookを開設しました
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会期／　
12月1日～12月24日
 　　　　　　 24日間
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12　今期定例会では、コロナウイルス感染症拡大防止対策の強化に係る経費を
中心に、新たな教育環境及び効率的な授業環境を整備するため、一般会計で
総額8億5,817万9千円の補正予算を可決しました。

定例会で審議した案件

市長提出案件

そ の 他 件1

同意案件 件23 条例改正 件5

補正予算 件6

委員会提出
意 見 書 件1 件1

請願

令和２年度 各会計別補正予算

補正予算の主な内容

77

定例会で
　  こんなことが決まりました！！

会計名 補正額 補正後の予算総額

一般会計 8億5,817万9千円 484億6,965万9千円

● 庁舎整備事業　　 980万６千円
 （コロナウイルス感染症防止対策として、新宮総合支所の空調機器の更新に係る
　 経費を追加）

● 防犯カメラ設置補助事業（申請件数の増加に伴う補助金の追加） 79万５千円

● 障害者自立支援給付事業  １億2,927万２千円
 （利用者数、利用日数及び利用単価の増加に伴う扶助費の追加）

● 農業競争力強化農地整備事業 900万円
 （県補助金の追加採択に伴う委託料の計上）

● 市道舗装事業（市道舗装補修に係る工事費の追加） 2,000万円

● 小学校机椅子更新事業  3,137万6千円
 （木製及び旧JIS規格の机椅子更新に伴う備品購入費の追加）　

● 学びの保障推進事業 4,493万５千円
 （中学校の普通教室に電子黒板機能付きプロジェクターの導入に伴う備品購入費
　 の追加）

● 基金管理事業（公共施設整備基金の積立金の追加） ３億6,000万円

特別会計（企業会計を含む）名 補正額 補正後の予算総額

学校給食センター事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

△12万円

△20万3千円

△360万3千円

△637万2千円

6億8,513万2千円

81億1,976万3千円

11億5,264万8千円

69億1,226万1千円
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。

　
　
今
年
度
の
設
置
箇
所
は
合
計
20
カ
所
で
、

補
助
採
択
団
体
と
し
て
は
、
広
山
自
治
会
外

17
自
治
会
で
あ
る
。

　
　
校
舎
の
老
朽
化
で
修
繕
を
行
う
こ
と
は

や
む
を
得
な
い
が
、
こ
の
た
び
の
修
繕
以
外

に
把
握
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
。

　
　
夏
場
に
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で
現
場

確
認
を
行
い
、
学
校
か
ら
要
望
を
受
け
て
い

る
。
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
雨
漏
り
や

外
壁
の
さ
び
、
廊
下
部
分
の
た
わ
み
な
ど
が

あ
る
。

 

委
員
会
要
望

　
修
繕
箇
所
と
い
う
の
は
、
緊
急
を
要
す
る

た
め
、
子
供
た
ち
の
学
び
や
環
境
整
備
を
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
今
後
に
お
い

て
も
来
年
度
と
い
う
の
で
は
な
く
、
可
能
な

限
り
補
正
を
行
い
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事
業

小
・
中
学
校
施
設
修
理
事
業

算
予
正
補

！
た
し
ま
し
決
可

を



05 77
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す
で
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３
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て

令和２年  第６回 12月定例会 

　激甚化する自然災害への対応と地域の安全・安心
を確保するための社会資本整備の更なる推進を求
め、内閣総理大臣ほか、関係大臣等に意見書を提出
しました。

 【主な内容】
⑴ 「防災・減災・国土強靭化のための３か年緊急対策」
　につづき、長期に及ぶ大規模で抜本的な対策を行う
　事業など対象事業の拡大も含めた５か年計画を策定
　するとともに、必要な予算を安定的に別枠で確保す
　ること。

⑵ 排水機場や避難に必要な道路橋梁等、社会基盤施設
　の機能を災害時にも確実に発揮させるためには、継
　続的な施設の修繕・更新が不可欠であり、老朽化対
　策に必要な予算を安定的に別枠で確保すること。

⑶ 安全安心と地域経済の成長に必要な社会資本整備を
　着実に推進する予算を十分に確保すること。

⑷ 社会資本整備を安定的・持続的に推進するため、中
　長期的な投資額を示した整備計画を策定すること。

意見書提出

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
12
月
19
日
を

も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
19
名
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
　
　（
50
音
順
）

【
新
任
】

　
岩
田 

き
ん
子
　
氏
（
御
津
町
中
島
）

　
上
田
　 

常
雄
　
氏
（
揖
西
町
佐
江
）

　
大
橋
　 

正
典
　
氏
（
揖
保
川
町
浦
部
）

　
緒
方
　 

光
男
　
氏
（
新
宮
町
北
村
）

　
髙
見
　 

昭
義
　
氏
（
揖
保
川
町
黍
田
）

　
長
谷
川 

澄
男
　
氏
（
新
宮
町
中
野
庄
）

　
　
殿
　 

利
晴
　
氏
（
龍
野
町
大
道
）

　
丸
山
　 

忠
昭
　
氏
（
新
宮
町
井
野
原
）

　
右
田
　 

太
郎
　
氏
（
新
宮
町
鍛
冶
屋
）

　
三
村
　 
誠
　
　
氏
（
神
岡
町
沢
田
）

　
宮
本
　 
峰
男
　
氏
（
揖
西
町
長
尾
）

　
保
田
　 

義
一
　
氏
（
新
宮
町
千
本
）

【
再
任
】

　
猪
澤
　 

敏
一
　
氏
（
揖
西
町
北
山
）　

　
大
西
　 

正
清
　
氏
（
御
津
町
室
津
）

　
小
河
　 

純
一
　
氏
（
御
津
町
苅
屋
）

　
永
富
　 

元
　
　
氏
（
揖
保
川
町
新
在
家
）

　
水
田
　 

達
實
　
氏
（
揖
保
町
東
用
）

　
八
木
　 

正
邦
　
氏
（
新
宮
町
上
笹
）

　
山
本
　 

哲
也
　
氏
（
誉
田
町
福
田
）

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
、
本
市
に
設

置
さ
れ
て
い
る
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
３

名
の
任
期
が
令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

満
了
と
な
る
こ
と
及
び
欠
員
に
な
っ
て
い
る

揖
保
校
区
の
１
名
に
つ
い
て
、
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。
　
　
　
　（
50
音
順
）

【
新
任
】

　
竹
添
　 

昭
弘
　
氏
（
揖
保
町
東
用
）

【
再
任
】

　
梅
本
　 

光
子
　
氏
（
揖
西
町
住
吉
）

　
三
木
　 

政
司
　
氏
（
龍
野
町
末
政
）

　
満
田
　 

　
弘
　
氏
（
龍
野
町
上
霞
城
）
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●令和２年第６回定例会　全員一致で可決等した議案

●令和２年第６回定例会　賛否が分かれた議案

×××××××

◯

×

議

×××××××××

◯

×

否

×

議　員　名

議 席 番 号

件   名

「核兵器禁止条約」への日本政府の署名と批准を
求める意見書採択の要請について

横
田

　勉

畑
山
剛
一

名
村
嘉
洋

角
田

　勝

永
富

　靖

三
木
浩
一

桑
野
元
澄

柳
生
陽
一

内
匠
勇
人

松
下
信
一
郎

高
岸
博
之

和
田
美
奈

赤
木
和
雄

松
本
良
三

野
本
利
明

柏
原

　要

木
南
裕
樹

肥
塚
康
子

宗
實
雅
典

堀

　
　讓

船
引
宗
俊

楠

　明
廣

議
決
結
果

22212019181716151413121110987654321

●採決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり ◯ 賛成 × 反対 議 議長のため、表決には加わりません。●議決結果欄の意味は次のとおり 可決可 否決否

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
）
の
普
及
率
・
利
便
性
の
向
上
、
本
庁
・

総
合
支
所
関
係
窓
口
の
混
雑
の
緩
和
を
図
る

た
め
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

に
設
置
す
る
端
末
機
で
各
種
行
政
証
明
書
を

取
得
し
た
場
合
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、

４
月
１
日
以
降
手
数
料
を
引
き
下
げ
ま
す
。

　
　
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に

設
置
す
る
端
末
機
で
各
種
行
政
証
明
書
を
取

得
し
た
場
合
、
３
０
０
円
の
手
数
料
を
２
０

０
円
に
下
げ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の

場
合
コ
ン
ビ
ニ
に
委
託
す
る
手
数
料
は
い
く

ら
か
。
ま
た
、
市
役
所
の
発
行
機
で
取
得
す

る
場
合
も
２
０
０
円
の
手
数
料
と
な
る
の
か
。

　
　
コ
ン
ビ
ニ
に
委
託
す
る
場
合
、
Ｊ－

Ｌ

Ｉ
Ｓ
と
い
う
国
の
機
関
に
支
払
う
額
が
１
１

７
円
と
な
る
。
ま
た
、
来
年
２
月
に
は
本
庁
、

各
総
合
支
所
で
発
行
機
を
４
台
設
置
す
る
予

定
と
し
て
お
り
、
窓
口
で
各
種
行
政
証
明
書

を
取
得
す
れ
ば
手
数
料
は
３
０
０
円
で
あ
る

が
、
本
条
例
施
行
の
４
月
１
日
以
降
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
い
、
窓
口
の
前
に

設
置
し
て
あ
る
発
行
機
で
取
得
す
れ
ば
２
０

０
円
と
な
る
。

コ
ン
ビ
ニ
等
で
取
得
す
る

各
種
行
政
証
明
書
の
発
行

手
数
料
を
引
き
下
げ

令和２年  第６回 12月定例会 

議案等の名称 議案の説明

意
同 たつの市農業委員会委員任命の同意を求めることについて（第21号～第39号）

５ページのとおり
人権擁護委員候補者推薦の意見を求めることについて（第40号～第43号）

定
制
例
条

市
長
提
出
議
案

たつの市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について 人事院勧告を受けて国の給与制度が改正されたため、同様の制度とする
ため所要の改正を行うもの。

たつの市手数料条例の一部を改正する条例制定について 上記のとおり

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
制定について

「地方税法等の一部を改正する法律」により、地方税において延滞金の
割合等の見直しがあったため、延滞金の割合の特例を地方税と同様に規
定している「たつの市下水道事業受益者負担金徴収条例」、「たつの市介
護保険条例」及び「たつの市後期高齢者医療に関する条例」について、
所要の改正を行うもの。

たつの市国民健康保険条例及びたつの市後期高齢者医療に関する条例の一部
を改正する条例の一部を改正する条例制定について

国民健康保険被保険者等に対する傷病手当金の支給について、適用期間
を令和２年１月１日から同年12月31日としていたものを、令和３年３
月31日まで延長するもの。

たつの市企業立地促進条例及びたつの市企業立地等を重点的に促進すべき区
域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

地域企業に対し、各自治体が実施する税制優遇処置などの取組を支援す
る「地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する
法律」が改正されたため、所要の改正を行うもの。

算
予
正
補

令和２年度たつの市一般会計補正予算（第8号）

４ページのとおり

令和２年度たつの市学校給食センター事業特別会計補正予算（第3号）

令和２年度たつの市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

令和２年度たつの市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号）

令和２年度たつの市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）

令和２年度たつの市水道事業特別会計補正予算（第1号）

他
の
そ

指定管理者の指定について（たつの市福祉会館外21施設）

激甚化する自然災害への対応と地域の安全・安心を確保するための社会資本
整備の更なる推進を求める意見書の提出について

５ページのとおり

５ページのとおり

　政治の使命は「国民の生命と財産を守ること」。日本はアメ
リカの核の傘で守られている。その傘を自ら捨てて日本の安全
が確保できるのか。理想だけでは、この国の安全と平和を守れ
ないことから反対である。

　核兵器は非人道的兵器である。核兵器を違法なものと定めた
条約が国連で採択された。この採択に尽力した団体が、ノーベ
ル平和賞を受賞し、世界は「核なき世界」に向けて確実に進ん
でいる。「非核平和都市宣言」のたつの市とし、賛同を願う。

委員会
提出



新宮地区のコンパクトシティとまちづくりについて

　
　市
営
住
宅
を
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢

者
住
宅
と
組
み
合
わ
せ
、
二
万
円
位

の
家
賃
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

年
金
生
活
者
も
利
用
し
や
す
く
な
る

と
提
案
し
て
い
る
が
、
新
宮
地
区
の

活
性
化
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

新
宮
高
校
跡
地
を
利
用
し
た
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

　
　
新
宮
地
区
は
、
既
存
の
都
市
機

能
を
維
持
・
活
用
す
る
と
と
も
に
、

商
業
、
医
療
な
ど
新
た
な
生
活
利
便

施
設
を
誘
導
し
、
子
育
て
世
代
・
若

者
世
代
の
転
入
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
な

ど
に
よ
る
移
住
、
定
住
の
促
進
に
よ

り
、
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。
新
宮

高
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
県
知
事
に

早
期
の
方
針
決
定
を
要
望
し
て
お
り
、

県
に
お
い
て
商
業
施
設
等
の
生
活
利

便
施
設
や
居
住
施
設
等
を
誘
導
す
る

よ
う
、
兵
庫
県
社
会
基
盤
整
備
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
早
期
位
置
づ
け
を
強
く

要
望
し
て
い
る
。

　
　県
河
川
に
お
い
て
、
減
災
対
策

貝毒発生の現状と対策について

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
等
に
よ
り
、
情
報
発
信
に
努
め
る
。

兵
庫
県
の
認
証
食
品
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
力
を
高
め
、
地
元
水
産
物
の
消
費

拡
大
を
図
る
よ
う
水
産
振
興
を
推
進

し
て
い
く
。

　
　ふ
る
さ
と
納
税
全
体
額
に
占
め

る
牡
蠣
を
返
礼
品
と
す
る
納
税
額
の

割
合
と
、
そ
の
牡
蠣
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
扱
う
の
か
。

　
　
令
和
元
年
度
実
績
で
、
寄
附
総

額
８
，９
７
９
万
４
千
円
に
対
し
、
牡

蠣
は
８
７
０
万
円
で
、
割
合
は
約
９

・
７
％
、
寄
附
件
数
で
は
、
５
，２
７

５
件
に
対
し
、
牡
蠣
は
８
７
０
件
で

約
16
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
、
11
月
末
で
４

５
４
件
の
申
込
が
あ
っ
た
が
、
12
月

１
日
、
貝
毒
に
よ
る
出
荷
自
主
規
制

の
速
報
を
受
け
、
直
ち
に
ふ
る
さ
と

納
税
サ
イ
ト
の
牡
蠣
の
受
付
を
休
止

し
、
配
送
済
み
の
寄
附
者
に
は
電
話

連
絡
等
で
対
応
を
行
っ
た
。

　
な
お
、
本
日
か
ら
出
荷
再
開
の
連

絡
を
受
け
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト

の
受
付
を
再
開
す
る
と
と
も
に
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
牡
蠣
生
産
者

を
応
援
す
べ
く
、
Ｐ
Ｒ
の
強
化
、
寄

附
者
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
、

寄
附
募
集
促
進
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
市
内
学
校
園
に
お
け
る
今
後
の
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

●
新
宮
芝
田
橋
の
右
折
車
線
整
備
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

●
市
民
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

●
入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

●
医
療
機
関
に
市
と
し
て
敬
意
を
表

す
る
こ
と
に
つ
い
て

一
般
質
問

7707
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野本 利明

が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
人
災

が
発
生
し
た
場
合
、
責
任
の
所
在
が

明
確
に
な
る
よ
う
県
と
協
議
を
し
て

い
る
の
か
。

　
　
人
災
が
発
生
し
な
い
減
災
対
策

の
推
進
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
頂
け

る
よ
う
、
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　新
宮
地
区
で
閉
院
す
る
医
療
機

関
が
あ
る
が
、
か
か
り
つ
け
医
が
な

く
な
る
こ
と
に
地
域
住
民
の
不
安
も

増
大
す
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
医

療
空
白
地
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
か
。

　
　
龍
野
健
康
福
祉
事
務
所
に
も
報

告
し
、
地
域
医
療
の
維
持
に
向
け
課

題
の
共
有
を
頂
い
て
い
る
。
市
と
し

て
も
地
元
医
師
会
と
も
相
談
し
な
が

ら
、
で
き
る
限
り
努
力
し
て
い
く
。

　
　こ
こ
ま
で
の
経
緯
と
現
状
、
こ

れ
か
ら
の
推
移
を
伺
う
。

　
　
去
る
12
月
２
日
の
検
査
結
果
の

公
表
に
お
い
て
、
播
磨
灘
西
部
で
採

取
さ
れ
た
牡
蠣
か
ら
規
制
基
準
値
4.0

マ
ウ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
を
超
え
る
麻
痺
性

貝
毒
が
検
出
さ
れ
、
兵
庫
県
か
ら
出

荷
自
主
規
制
の
要
請
が
あ
っ
た
。
今

後
は
、
国
が
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
、
検
査
が
１
週
間
ご
と
に

行
わ
れ
、
連
続
３
回
の
検
査
結
果
に

お
い
て
、
規
制
値
以
下
で
あ
れ
ば
、

牡
蠣
の
出
荷
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

※

12
月
16
日
に
実
施
し
た
３
回
目
の

検
査
で
規
制
基
準
値
以
下
で
あ
っ
た

た
め
、
12
月
17
日
（
質
問
日
）
よ
り

出
荷
を
再
開
。

　
　今
後
、
風
評
被
害
対
策
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
兵
庫
県
及
び
報
道
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
本
市
産
牡
蠣
の

安
全
宣
言
を
新
聞
広
告
す
る
ほ
か
、

令和２年  第６回 12月定例会 

楠　明廣
AKIHIRO  KUSUNOKI



音楽が溢れる心豊かなまちづくりを目指して

音
楽
は
人
の
心
を
癒
し
、
潤
し
、
ま

た
勇
気
や
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
大

き
な
力
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
「
音

楽
の
力
の
活
用
」
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
学
校
生
活
・
教
育
現
場
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
か
。

　
　
給
食
・
清
掃
の
時
間
に
音
楽
を

流
し
た
り
中
学
校
で
は
黙
想
の
時
間

に
活
用
し
て
い
る
。

　
　
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
や
露
風
の
詩
も

含
め
た
童
謡
な
ど
は
使
わ
れ
な
い
か
。

　
　
現
在
新
し
い
童
謡
の
作
品
を
Ｃ

Ｄ
に
ま
と
め
た
も
の
を
配
っ
て
お

り
、
校
園
長
会
で
提
案
し
て
い
る
。

　
　
音
楽
専
門
の
指
導
者
に
よ
る
専

科
教
育
は
で
き
な
い
か
。

　
　
専
科
教
員
の
教
科
は
各
学
校
で

決
定
し
て
お
り
、
約
半
数
が
音
楽
専

科
で
あ
る
。

　
　
「
た
つ
の
市
歌
」
は
ど
の
よ
う

に
教
え
て
い
る
の
か
。

　
　
た
っ
ち
ゃ
ん
体
操
で
活
用
し
て

い
る
学
校
も
あ
る
。
社
会
科
デ
ジ
タ

ル
副
読
本
に
掲
載
す
る
な
ど
活
用
を

研
究
し
て
い
く
。

　
　
市
庁
舎
等
で
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
し
活

用
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
音
楽
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
等
に

つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
が
、
様
々

な
意
見
が
あ
る
の
で
、
他
の
自
治
体

を
参
考
に
導
入
場
所
、
費
用
対
効
果

等
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

　
　
市
庁
舎
等
で
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
は
で
き
な
い
か
。

答
　
庁
舎
整
備
完
了
後
に
は
、
市
民

団
体
等
に
よ
り
、
新
館
ピ
ロ
テ
ィ
や

中
庭
を
活
用
し
音
楽
を
披
露
い
た
だ

く
事
で
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る

市
役
所
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
と
し
て
の
「
音
楽
の
力
を
活

か
し
て
の
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
の
考
え

は
ど
う
か
。

　
　
音
楽
を
聴
い

て
心
が
落
ち
着
く

こ
と
も
あ
る
の
で

今
後
し
っ
か
り
と

研
究
を
し
て
い
く
。

た
つ
の
市
水
道
事
業
水
道
漏
水
対
策

に
つ
い
て

　
　「
龍
野
地
域
全
域
」、「
新
宮
地
域

（
光
都
地
区
除
く
）」、「
揖
保
川
地
域

（
半
田
、
片
島
の
一
部
）」
区
域
内
の

市
水
道
事
業
に
お
け
る
平
成
26
年
度

〜
令
和
元
年
度
ま
で
の
６
年
間
の
水

道
水
漏
水
量
は
３
，９
６
９
，５
９
３

㎥
で
、
金
額
に
換
算
す
る
と
計
９
５
，

７
７
２
，９
８
４
円
に
も
の
ぼ
り
、
貴

重
な
水
道
水
を
無
駄
に
し
て
き
た
。

ま
た
、
龍
野
橋
水
道
転
架
管
漏
水
の

発
覚
で
平
成
30
年
度
か
ら
水
道
送
水

が
止
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。
龍
野

地
域
の
市
民
に
と
っ
て
は
水
道
給
水

の
大
動
脈
で
あ
り
、
特
に
水
道
は
市

民
生
活
に
と
っ
て
は
絶
対
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
市
長
の
指
示
で
市
水
道

事
業
区
域
内
の
点
検
対
策
が
な
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
が
、
現
在
の
点
検
状

況
と
今
後
の
対
策
を
尋
ね
る
。

　
　
今
年
度
に
お
い
て
、
大
規
模
な

漏
水
調
査
業
務
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
Ｏ
Ｊ
Ｌ
ソ
ン
グ
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

気
持
ち
に
な
れ
る
歌
）
の
始
業
前
の

導
入
に
つ
い
て

たつの市水道事業水道漏水対策について

漏
水
箇
所
の
緊
急
修
繕
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
龍
野
橋
転
架
管
漏
水

対
策
は
、
龍
野
新
大
橋
橋
梁
に
大
口

径
管
２
本
を
転
架
し
て
運
用
し
て
お

り
支
障
は
な
い
が
、
龍
野
橋
水
道
管

は
緊
急
時
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
必
要

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

設
計
業
務
を
委
託
し
て
お
り
、
設
計

完
了
後
、
直
ち
に
漏
水
箇
所
の
工
事

を
発
注
す
る
予
定
で
あ
る
。

新
宮
リ
バ
ー
パ
ー
ク
の
樹
木
伐
採
に

つ
い
て

　
　（
井
野
原
・
北
村
区
域
）
揖
保
川

堤
防
内
に
樹
木
が
群
生
し
て
お
り
、

地
域
か
ら
治
水
安
全
上
・
環
境
上
等

河
川
環
境
整
備
が
望
ま
れ
て
い
る
。

市
の
対
応
を
伺
う
。

　
　
国
土
交
通
省
か
ら
、
早
急
に
対

応
し
た
い
と
の
回
答
で
あ
る
。

市
空
き
家
対
策
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
市
内
空
き
家
問
題
は
、
日
々
深

刻
さ
を
増
し
て
、
そ
の
解
決
は
急
務

で
あ
る
。
管
理
不
全
状
態
の
空
き
家

等
か
ら
発
生
す
る
緊
急
対
応
措
置
と

し
て
、
行
政
の
強
い
意
思
と
強
制
力

を
も
っ
て
対
応
す
る
た
め
行
政
代
執

行
を
取
り
入
れ
た
空
き
家
条
例
策
定

を
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
国
の

法
改
正
の
動
向
に
注
視
し
検
討
す
る
。

HIROYUKI  TAKAGISHI

高岸 博之

0877
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◎新型コロナウイルス感染対策 ◎国民宿舎赤とんぼ荘の今後について

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
情
報

発
信
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　
感
染
者
数
の
公
表
が
「
龍
野
健

康
福
祉
事
務
所
」
管
内
と
い
う
縛
り

で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
道
に

つ
い
て
は
、
た
つ
の
市
内
の
事
で
あ

る
か
の
よ
う
な
誤
っ
た
理
解
の
下
、

無
責
任
な
噂
に
よ
り
混
乱
が
拡
大
し

て
い
る
現
状
が
あ
る
。
も
う
少
し
分

か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
県
の
健

康
福
祉
事
務
所
管
内
で
の
公
表
で
は

な
く
、
お
お
よ
そ
の
感
染
者
数
を
、

市
町
毎
に
発
表
す
る
よ
う
な
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

　
　
県
に
対
し
て
、
感
染
者
の
公
表

の
あ
り
方
に
つ
い
て
申
し
入
れ
た
と

こ
ろ
、
管
内
の
市
町
別
感
染
者
数
に

つ
い
て
は
集
団
情
報
で
あ
る
た
め
、

基
本
的
に
個
人
情
報
と
市
町
別
感
染

者
数
は
結
び
付
か
な
い
も
の
と
考
え

る
た
め
、
今
後
は
市
町
の
確
認
を

と
っ
た
上
で
公
表
す
る
と
の
回
答
を

得
て
い
る
。

コロナ禍のもとでの各分野の対応と対策

対
象
に
し
た
「
定
期
的
な
検
査
」
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
発
熱
等
の
症
状
が
出
た
場
合
、

必
ず
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
よ
う
、

厚
労
省
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
。
市
と

し
て
も
、
医
師
会
と
相
談
し
な
が
ら
、

検
査
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
検
査
数
に
も
限
り
が

あ
り
、
定
期
的
に
行
う
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
廃
業
・

倒
産
の
事
業
者
も
多
い
と
聞
く
。
市

は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
き
た

か
。

答
　
国
の「
持
続
化
給
付
金
」、
県
と

市
の
「
休
業
要
請
事
業
者
経
営
継
続

支
援
金
」、
市
独
自
の「
事
業
者
緊
急

支
援
給
付
金
」
等
を
支
給
し
、
１
４

０
０
事
業
者
か
ら
申
請
を
受
け
、
事

業
継
続
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
飲
食
事
業
者
へ
の「
応

援
グ
ル
メ
券
事
業
」
、
高
齢
者
へ
の

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
」、
宿
泊
事
業

者
へ
の「
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
暮
ら
し
と
命
を
守
る
相
談
体
制

●
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

一
般
質
問

7709

KAZUO  AKAGI

赤木 和雄

国
民
宿
舎
赤
と
ん
ぼ
荘
の
今
後
に
つ

い
て

　
　
宿
泊
施
設
と
し
て
存
続
さ
せ
る

た
め
必
要
と
な
る
設
備
投
資
の
試
算

額
は
お
お
よ
そ
い
く
ら
に
な
る
か
。

　
　
現
行
の
大
規
模
改
修
で
の
市
の

積
算
で
は
、
約
12
億
円
と
な
る
。

　
宿
泊
施
設
と
し
て
最
低
限
必
要
箇

所
の
み
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
費
用
で

約
８
億
円
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
　

　
　
福
祉
施
設
等
の
利
活
用
は
可
能

と
考
え
る
か
。
ま
た
、
許
可
変
更
に

必
要
と
な
る
期
間
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
で
、
都

市
計
画
法
上
の
規
制
を
受
け
、
県
の

許
可
が
必
要
と
な
る
。
事
前
協
議
か

ら
約
２
年
間
と
予
想
さ
れ
る
。

　
　
次
年
度
よ
り
、
赤
と
ん
ぼ
荘
が

休
荘
と
な
る
。
今
後
、
方
針
が
結
論

に
至
る
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
約
１
年
を
想
定
し
て
い
る
。
地

域
住
民
の
方
々
に
は
、
充
分
な
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
丁
寧
な
説
明
を

繰
り
返
し
実
施
す
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
感
染
の
第
３
波
が
到
来
。

龍
野
健
康
福
祉
事
務
所
管
内
の
感
染

者
も
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に

は
、
無
症
状
の
人
も
多
い
。
こ
の
無

症
状
の
人
も
積
極
的
に
把
握
し
、
保

護
等
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
思
う

が
、
ど
う
対
処
し
て
い
る
の
か
。

　
　
検
査
結
果
が
陽
性
と
出
た
人
は
、

健
康
福
祉
事
務
所
が
聞
き
取
り
を
行

い
、
症
状
が
見
受
け
ら
れ
な
い
人
を

無
症
状
者
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。

そ
の
方
は
、
医
療
体
制
が
整
備
さ
れ

た
宿
泊
療
養
施
設
で
療
養
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
医
療
機
関
も
深
刻
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
。
減
収
補
て
ん
等
の
支
援

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
医
療
収
益
の
悪
化
が
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
市
の
関
与
が
及
ば
な
い
。

し
か
し
、
申
請
を
受
け
て
、
医
療
物

資
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
高
齢
者
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー

が
近
隣
で
発
生
し
て
い
る
。
職
員
を

令和２年  第６回 12月定例会 
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栗栖川改修に伴う市道の新設と旧新宮高校の利活用と周辺整備を！

市
長
公
約
「
子
育
て
し
や
す
い
た
つ

の
へ
　
山
本
み
の
る
は
約
束
し
ま
す
」

は
実
現
さ
れ
る
の
か

　
　
残
す
任
期
が
一
年
と
な
る
今
、

市
長
の
公
約
の
最
重
要
施
策
、
「
高

校
生
の
医
療
費
無
料
化
」
は
実
現
さ

れ
る
の
か
。

　
　
就
任
後
の
平
成
29
年
12
月
の
経

営
戦
略
会
議
に
お
い
て
協
議
し
た
結

果
、
子
育
て
世
代
の
経
済
負
担
の
軽

減
を
優
先
し
た
。
医
療
費
無
料
化
の

公
約
に
つ
い
て
は
、
実
施
手
法
の
調

査
を
継
続
し
な
が
ら
、
検
討
す
る
。

栗
栖
川
改
修
に
伴
う
市
道
の
新
設
と

旧
新
宮
高
校
の
利
活
用
と
周
辺
整
備

に
つ
い
て

　
　
昭
和
51
年
の
氾
濫
以
降
、
生
命

と
財
産
の
保
全
に
改
修
が
課
題
で
あ

っ
た
。
今
般
、
市
長
に
よ
る
国
・
県

へ
の
強
い
要
望
が
功
を
奏
し
早
期
実

現
が
可
能
と
な
る
の
か
。

　
　
左
岸
側
の
堤
防
は
、
車
道
に
加

え
幅
員
2.5
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
を
設
け

た
市
道
で
あ
り
、
龍
野
北
高
校
の
通

学
路
と
し
て
利
用
し
や
す
く
な
る
。

　
ま
た
、
旧
新
宮
高
校
跡
地
の
利
用

は
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
と
居
住
誘

導
区
域
が
重
複
し
、
商
業
、
医
療
施

設
と
住
居
を
誘
導
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
住
民
へ
の
説
明
会
は
、
方
針
が
明

確
に
な
り
次
第
行
う
よ
う
県
へ
要
望

し
て
い
く
。

少
子
化
に
よ
る
先
祖
代
々
の
墓
の
管

理
不
安
に
「
合
葬
墓
」
の
整
備
計
画

を　
　
団
塊
の
世
代
が
高
齢
を
迎
え
て

い
る
近
未
来
、
少
子
化
に
歯
止
め
の

か
か
ら
な
い
現
状
を
鑑
み
、
自
治
体

が
管
理
す
る
「
合
葬
墓
」
の
整
備
計

画
を
定
住
自
立
圏
域
内
で
検
討
で
き

な
い
か
。

　
　
近
年
の
動
向
と
し
て
、
墓
参
り

し
や
す
い
都
市
部
の
墓
地
や
、
永
代

供
養
墓
地
へ
の
改
葬
が
増
加
し
て
い

る
。
市
営
墓
地
を
持
た
な
い
本
市
で

は
「
合
葬
墓
」
を
整
備
す
る
計
画
は

な
い
が
、
改
葬
の
手
続
き
な
ど
の
利

便
性
を
高
め
る
支
援
を
す
る
。

　
　

コロナから心身の健康を守るために！／新宮高校跡地を魅力的な施設に！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
３

波
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

人
間
に
と
っ
て
「
何
が
幸
せ
か
」
と

い
う
大
切
な
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
た
。
そ
し
て
、
政
治
の
使
命
と

は「
自
由
」を
守
る
こ
と
や
努
力
が
報

わ
れ
る
社
会
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
で
あ
る
と
深
く
胸
に
刻
ん
だ
。

　
　
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
、

第
３
波
に
よ
る
医
療
の
逼
迫
状
況
に

鑑
み
、
医
療
崩
壊
を
起
こ
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
医
療
・
福
祉
従
事
者
へ

の
支
援
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
国
も
第
３
次
の
補
正
予
算
を
組

ん
で
い
る
。
今
後
、
臨
時
交
付
金
の

使
い
方
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
困
っ

て
い
る
人
の
た
め
や
、
医
療
・
福
祉

従
事
者
等
へ
の
慰
労
金
も
含
め
て
、

使
い
方
を
検
討
し
た
い
。

　
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
、
健
康

づ
く
り
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
役
割
が
更

に
重
要
と
な
る
。
障
害
者
や
高
齢
者

の
方
に
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
が
、
専

門
官
を
置
く
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
体
を
動
か
す
こ
と
は
心
の
健
康

に
つ
な
が
る
。
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
に
も
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
を
掲
げ
て

い
る
。
専
門
官
の
設
置
等
、
効
果
的

な
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

新
宮
高
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

　
　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
核
と
な

る
利
用
方
法
を
県
に
熱
心
に
要
望
し
、

来
年
に
も
具
体
的
な
話
に
な
る
と
市

長
も
明
言
さ
れ
た
。
県
営
住
宅
に
と

の
話
も
耳
に
す
る
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
要
望
し
て
い
る
の
か
。

　
　
立
地
適
正
化
計
画
で
は
、
国
の

示
す
基
本
方
針
と
し
て
、
民
間
の
活

力
も
使
っ
た
官
民
複
合
型
の
も
の
を

推
進
し
て
い
る
。
県
の
計
画
に
も
よ

る
が
、
市
と
し
て
も
方
針
に
基
づ
き

要
望
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。
新

宮
地
区
に
不
足
し
て
い
る
医
療
・
商

業
施
設
の
誘
導
も
計
画
し
て
い
る
。

▼
市
も
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り

持
っ
た
上
で
要
望
を
。
採
算
の
取
れ

る
魅
力
的
な
施
設
に
な
る
よ
う
望
む
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
心
身
の
健
康
を
守
り
、
命
を
救
う

た
め
の
自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て

和田 美奈
MINA   WADA

TSUTOMU  YOKOTA

横田　勉

ひ
っ 

ぱ
く
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委員会

report

管内行政視察

議会運営委員会の取組

所管事務調査

調査事項 ： ふるさと応援寄附金受入
　　　　　  事業について

実施日：10月22日（木）

・令和４年の市議会議員選挙に向け、議員定数の見直しについて協議を重ね、検討しています。
・議会ハラスメント防止対策のための倫理規範等の策定に向け、調査・研究を進めています。

　委員会では、所管する事項について先進地の優れ
た施策を視察・調査することを通して、議会活動の
一層の充実とまちづくりに役立てています。

　委員会では、所管する事務について調査を行い、その成果を本会議から付託された議案等の調査に活かしています。

総務生活常任委員会

調査事項 ： 福祉施設の現状について
視  察  先 ： はばたき園、ピアさぽーとすぎな
               　　　　　　 （社会福祉協議会）

　はばたき園では、言語療法の訓練を見学し、地域
の療法士不足の課題を認識しました。
　また、ピアさぽーとすぎなでは、新施設の設計概
要、宿泊訓練施設「ごてん」の移転の経緯等につい
て説明いただきました。

実施日：10月２2日（木）

調査事項 ： 室津地区の歴史について
視  察  先 ： 賀茂神社、もやい石（御
　　　　　  番所跡公園）、室津海駅館

実施日：11月5日（木）

福祉文教常任委員会

経済建設常任委員会

調査事項 
・次世代モビリティ推進事業について
・電動自転車レンタル事業「たつのめぐリン」について
視  察  先 ： JR姫新線 本竜野駅前

実施日：10月13日（火）

　行政だけでふるさと応援寄附金受入額を上げていくには限界があり、
ブランド力をいかに示していくかＰＲ活動が非常に重要である。本市は
地場産業のベースがあり、個人でブランドレベルを上げるより組合や業
界の力を結集していくことを行政が取りまとめていくべきと考える。

委員意見



たつの男女共同参画「ＳＵＮ」の会の皆さん

　市政やまちづくりに対する率直な意見を市民から直接お聞きし、議会として市政への政策提言等に反映させ
るため、各常任委員会が意見交換会を開催しました。

　性別にかかわりなく、誰もがいきいきと輝く社会、男女共同参画社会
を推進していくことを目的に、平成17年に発足。市内高校での「デート
ＤＶ防止」の啓発授業や市内公民館での高齢者教室、地域のサロンに出
向き、家庭内や高齢化社会での問題点など寸劇を使って啓発活動をさ
れています。

【主な意見】
・先進地には男女共同参画の拠点があり、専門の相談員がおられ、男女共
同参画の研究や資料収集をされいるが、たつの市には拠点施設がない。

・近ごろは60歳を過ぎても女性も男性も働いておられるので、私たち
の活動に入ろうという方が少ないことに困っている。
・平成27年から高校生向けのデートＤＶ予防教育セミナーを実施してい
る。ＤＶといえば、身体的な暴力ばかりを思われるが、今は精神的、ま
た性的な暴力もあるということを若い人に知ってもらいたい。

・デートＤＶ予防教育は中学生からの教育が必要ではないかと思ってい
る。すぐには無理かもしれないが、ぜひ、取り入れてもらい、早くか
ら予防の知恵をつける取組をたつの市にしていただきたい。

テーマ 男女共同参画社会をめざした取組について

テーマ コロナ禍における営業持続と地域観光について

御津町新舞子観光協同組合の皆さん

　新舞子一帯の経済活動を促進し、かつ経済的地位の向上を図ることを
目的に、昭和40年に発足。現在は13の宿泊業者等で構成しており、潮干狩
り・海水浴の入浜管理、スポーツ合宿の受け入れなどを行っています。ま
た、美しい干潟を守るため、海岸の清掃活動にも取り組まれています。

【主な意見】
・おもてなしキャンペーンは、年配者の利用が多く非常に好評である。
・学生のスポーツ合宿での利用が多いが、徒歩圏内で屋内練習場の確保が
条件となる。御津体育館の利用継続、合宿補助についても検討してほしい。

・コロナ禍で、密にならない公園として秋以降も浜に来る家族連れが増え
た。美しい干潟の写真撮影も多い。また、西播磨サイクリングロードに
も入っており、立ち寄るお客様もある。組合で海岸清掃をしているが、
公園の公衆トイレの改修などインフラ整備もお願いしたい。

・学校の行事としての潮干狩りが激減して、若い世代が新舞子で潮干狩り
できることを知らない。貝の楽しみや料理、宿泊を発信していくことが
必要であるが、ＳＮＳでどう発信していいのかわからないのが現状であ
る。外国人対応も含め、アドバイス、サポートをお願いしたい。

実施日：令和２年１１月４日（水）

実施日：令和２年１１月１０日（火）

with

with
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たつの男女共同参画「ＳＵＮ」の会

たつの男女共同参画
「ＳＵＮ」の会

御津町新舞子観光協同組合

御津町新舞子観光協同組合



たつの市ＰＴＡ協議会の皆さん

意見交換会でいただいた貴重な御意見は各委員会の中で精査し、今後、議会として取り上げていきます。

主 な 議 会 の 動 き

11
月 

４
日
（
水
）

　
　
　 

５
日
（
木
）

　     

10
日
（
火
）

　
　
　
17
日
（
火
）

　
　
　
20
日
（
金
）

　
　
　
24
日
（
火
）

12
月 

１
日
（
火
）

　
　
　
　

　
　
８
日
（
火
）

　
　
９
日
（
水
）

　
　
10
日
（
木
）

　
　
15
日
（
火
）

　
　
17
日
（
木
）

　
　
18
日
（
金
）

　
　
22
日
（
火
）

　
　
24
日
（
金
）

　
１
月 

６
日
（
水
）

19
日
（
火
）

20
日
（
水
）

25
日
（
月
）

市
民
意
見
交
換
会
（
総
務
生
活
常
任
委
員
会
）

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

市
民
意
見
交
換
会
（
経
済
建
設
常
任
委
員
会
）

議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
会
議

市
民
意
見
交
換
会
（
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
）

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

第
６
回
定
例
会
（
第
１
日
）

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
分
科
会

議
会
運
営
委
員
会

第
６
回
定
例
会
（
第
２
日
・
一
般
質
問
）

第
６
回
定
例
会
（
第
３
日
・
一
般
質
問
）

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

全
員
協
議
会

第
６
回
定
例
会
（
第
４
日
）

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
会
議

市
民
意
見
交
換
会
（
経
済
建
設
常
任
委
員
会
）

総
務
生
活
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　たつの市ＰＴＡ協議会は、「明日を担う子どもたちの健やかな成長を
願う」という基本理念のもと、ＰＴＡ相互の連絡協調を図り、ＰＴＡの健
全なる発展を目的として、市内の幼稚園４園、こども園１園、小学校１８
校、中学校５校の２８校園、５，４１０名のＰＴＡ会員で組織しています。

【主な意見】
・受験までの間、感染予防として、隔離したような生活をしなければ
ならないのか、子供との接し方に不安を感じている。
・うわさ話が先行し、差別につながるのではないか心配。
・６月の学校再開後、子供たちが同じ空間にいて、顔と顔を合わせて
通わせることの大事さを改めて感じた。
・学校行事について、実施しないことが１番安全だが、どうすれば実
施できるのか、できる方策を探りながらやっていく。

・修学旅行の行き先が急遽変更になり、その後、日帰りで実施するように
との通知があったが、あくまで実施の判断については、保護者の意見
が主になるのではないか。トップの判断ではなく、自主的に実施でき
る方法を親たちに相談するなどワンクッションが欲しかった。

実施日：令和２年１１月２０日（金）

with

exchange of ideas

テーマ コロナ禍における学校生活について
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たつの市ＰＴＡ協議会

たつの市ＰＴＡ協議会

永富　靖

議員

　去
る
11
月
18
日
に
兵
庫
県

知
事
よ
り
、
永
富
靖
議
員
が
、

永
年
に
わ
た
る
議
員
と
し
て

の
自
治
功
労
に
対
し
、
兵
庫

県
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

表彰のお知らせ

兵
庫
県
功
労
者
表
彰
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令
和
３
年
を
迎
え
ま
し
た
。
い
つ
も

と
は
違
う
年
末
年
始
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
今
年
が
幸
多

い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
77
号
で
は
、
巻

頭
で
コ
ロ
ナ
禍
で
の
令
和
２
年
を
振
り

返
り
、
議
会
の
動
き
を
ま
と
め
ま
し
た
。

私
た
ち
議
員
も
、
新
し
い
生
活
様
式
を

守
り
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
た
め
に

働
け
る
よ
う
に
試
行
錯
誤
の
一
年
で
し

た
。

　
ま
た
、
た
つ
の
市
議
会
の
公
式
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
運
用
を
１
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
２
ペ
ー
ジ
に
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　
し
ば
ら
く
は
困
難
な
状
況
が
続
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
で
知
恵
を
出
し

合
い
、
よ
り
よ
い
未
来
を
つ
く
る
た
め

に
働
け
る
市
議
会
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
年
も
市
議
会
だ
よ
り
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月定例会のお知らせ（予定）3
　市民の皆さまのお気に入りの「たつの
市のこみち」写真を募集中！ 採用されれ
ば、弊誌の表紙写真になります。
　こみち写真に「＃赤とんぼのこみち」を
付けて、インスタグラムに投稿または、
議会事務局までお寄せください。
 《条件》
　・たつの市内のこみちを写したもの
　・縦長写真　　・300万画素数以上
　・人物など個人が特定できないもの

吉岡  弘 さん（揖保川町）

委 

員 

長

副
委
員
長

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

肥
塚

　康
子

和
田

　美
奈

堀

　
　
　讓

宗
實

　雅
典

柏
原

　
　要

松
本

　良
三

名
村

　嘉
洋

定例会の開催日程及び内容は次のとおりです。お気軽に傍聴にお越しください。

宝積禅寺は奈良時代に行基が開いたという伝承があります。もとは長
福寺でしたが、８代将軍徳川吉宗の子が長福丸と名付けられたため、
宝積寺と改称したそうです。安置されている仏像は平安時代のもの
で、県や市の指定文化財となっています。山門を兼ねた鐘楼ととも
に、池にかかるこの石橋も珍しく、江戸時代の姿をとどめています。

　宝積禅寺は、ＪＲ山陽本線竜野駅の北西揖保川町大門にあります。
山門を兼ねた鐘楼前の池にかかる珍しい石の橋が、江戸時代からの姿
を残しています。
　寒い中、石の橋と池との構図に苦労しましたが、何とかシャッター
を押すことが出来ました。皆さんも時間があれば、どうぞトライを！
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代表質問
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ほうしゃくぜんじ
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宝積禅寺山門に続く石橋（揖保川町大門）


